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第６７回 発電用設備規格委員会 原子力専門委員会 議事録 
 
１．日 時：２０１１年１１月２２日（火）１０：００～１９：００ 
２．場 所：日本機械学会 第３、４、５会議室 

３．出席者：（委員２３名中、出席者２１名；敬称略） 

小山（三菱重工）、永田（日立ＧＥ）、堂崎（日本原電）、三木（富士電機）、植田（原安委）、小木曽（川崎重工）、

国則（電気協会）、船田（ＪＮＥＳ）、粟飯原（東大）、鬼沢（ＪＡＥＡ）、三浦（ＪＳＷ）、鹿島（電中研）、肥

田（中部プラントサービス）、町田（テプコシステムズ）、野村（関西電力）、山田（中部電力）、杉江（原技協）、

月森（ＪＡＥＡ） 

代理：齊藤（東芝：平山委員）、濱中（東電：小島委員）、北条（三菱重工：望月委員） 
欠席：兼近（鹿島建設）、天野（保安院） 

オブザーバー： 
薄井／横山（ＪＮＥＳ）、片山（関西電力）、阪田（ＯＣＬ）、中野／関／柴山／石生（三菱重工）、山本／太田

／竹内（東芝）、伊藤（東電）、藤野（日本原電）、山口／柳川（ｺﾍﾞﾙｺ科研）、浅山（ＪＡＥＡ）、加納／高坂／

平（日本原燃）、宮口（ＩＨＩ） 
事務局：高柳 
４．配布資料 
６７－１：第６６回原子力専門委員会議事録案 

６７－２：投票結果 

６７－３：新規質問及び未回答質問 

６７－４：第５７回発電用設備規格委員会議事録案 

６７－５：原子力専門委員会委員／分科会委員案 

６７－６－１：専門委員会運営規約改訂対応 

６７－６－２：ＪＮＥＳによる技術評価対応ガイドライン案 

６７－６－３：書面投票結果の意見対応に関するガイドライン案 

６７－６－４：引用する規格の年版について 

６７－６－５：材料規格改訂方針検討タスク活動報告書 

６７－６－６－１：2011年度ＭＤＥＰ対応委員会作業計画 

６７－６－６－２：出張報告2nd ＭＤＥＰ Conference on New Reactor Design Activities 

６７－６－７：過酷事故対応設計ガイドライン対応 

６７－６－８－１：各分科会 平成24年度活動計画等 

６７－６－８－２：発電用原子力設備規格整備に関するロードマップ 

６７－６－８－３：技術評価状況 

６７－６－８－４：規格整備計画 

６７－７－１：高速炉規格2011年追補版案規格委員会書面投票意見対応案 

６７－７－２：高速炉ISI方針検討タスク設置提案に関する投票結果 

６７－７－３：高速炉ISI方針検討タスクの設置 

６７－８－１：質疑応答（QNC200588,QNC200589,QNC200804） 

６７－８－２：材料規格正誤表 

６７－９－１－１－１：事例規格バスケット用使用材料に関する別表の規定 

６７－９－１－１－２：金属キャスクバスケット用アルミニウム合金事例規格 

６７－９－１－１－３：金属キャスク構造規格バスケット用新規材料事例規格案について 

６７－９－１－１－４：新規バスケット用材料評価結果集約表 

６７－９－１－２：バスケット用新規材料採用ガイドライン審査基準に対する適合説明（神戸製鋼所） 

６７－９－１－３：バスケット用新規材料採用ガイドライン審査基準に対する適合説明（神戸製鋼所） 

６７－９－１－４：バスケット用新規材料採用ガイドライン審査基準に対する適合説明（三菱重工業） 

６７－９－２：金属キャスク構造規格別表1-1使用する材料の規格に関する確認依頼回答案 

６７－９－３－１：金属キャスク構造規格（2007年版）溶接部の機械試験板の考え方に関する確認依頼回答案 

６７－９－３－２：金属キャスク構造規格（2007年版）放射線透過試験の考え方に関する確認依頼回答案 
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６７－９－３－３：金属キャスク構造規格（2007年版）破壊靭性試験の考え方に関する確認依頼回答案 

６７－９－３－４：金属キャスク構造規格（2007年版）溶接後熱処理の考え方に関する確認依頼回答案 

６７－９－３－５：金属キャスク構造規格（2007年版）溶接後熱処理温度範囲の考え方に関する確認依頼回答

案 

６７－９－３－６：金属キャスク構造規格（2007年版）再試験の考え方に関する確認依頼回答案 

６７－９－４－１：使用済燃料貯蔵施設規格事例規格溶接部の機械試験に関する代替規定案規格委員会書面投

票意見回答案 

６７－９－４－２：使用済燃料貯蔵施設規格 事例規格溶接部の機械試験に関する代替規定案 

６７－９－４－３：使用済燃料貯蔵施設規格 事例規格溶接部の機械試験に関する代替規定案 補足説明資料 

６７－９－４－４：使用済燃料貯蔵施設規格 事例規格溶接部の機械試験に関する代替規定案 牧委員意見回

答 

６７－１０－１：テンパービード溶接方法改訂案 

６７－１０－２：検査間隔が７年に変わった後のポンプおよび弁の試験の考え方案 

６７－１０－３：９５℃を超える系統の支持構造物の補修後の供用前検査範囲案 

６７－１０－４：第2回目以降の検査間隔における試験順序案 

６７－１０－５：建設中の供用前検査実施時期案 

６７－１０－６：【事例規格】ニッケル合金溶接金属の大気中の疲労き裂進展速度線図案 

６７－１０－７：補修章の体系化に伴う総則及び検査章の規定追加案 

６７－１０－８：弁、ポンプの溶接継手に関連する非破壊検査要求の適正化案 

６７－１０－９：2011年追補版公衆審査意見への回答案 

６７－１１－１：質問QNB200706に対する回答案 

６７－１１－２：溶接規格改訂案原子力専門委員会書面投票意見に対する回答案 

６７－１１－３：事例規格「母材のP-No区分案」規格委員会再書面投票意見に対する回答案 

６７－１１－４：溶接後熱処理の方法及び解説の見直し案規格委員会書面投票意見回答案 

６７－１１－５：設計・建設規格及び材料規格適用年版見直し案 

６７－１１－６：溶接規格2011年追補版案公衆審査結果 

６７－１２－１：設計・建設規格への質問回答案件 

６７－１２－２：設計・建設規格第Ⅰ編2011年追補版編集上の修正提案 

６７－１２－３：設計・建設規格第Ⅰ編正誤表提案 

６７－１２－４：設計・建設規格第Ⅰ編2012年改訂案原子力専門委員会書面投票対応案 

６７－１２－５：設計・建設規格2012年改訂版追加改訂案 

６７－１２－６：事例規格応力腐食割れ発生の抑制に対する考慮改訂案公衆審査結果 

６７－１３－１：コンクリート製原子炉格納容器規格（2011年版）材料規格、設計・建設規格及び溶接規格読

替事例規格案規格委員会書面投票結果及び公衆審査計画案 

６７－１４－１：再処理設備 溶接規格案 書面投票実施状況 

６７－１４－２：再処理設備 設計規格改訂案 書面投票対応 

６７－１４－３：再処理設備 維持規格案 書面投票対応 

５．議事内容 
（１）開会 
 小山委員長が委員会開会を宣言した。 
 
（２）出席者紹介 
 出席者全員の自己紹介を行った。 
 
（３）議事次第確認 
 議事次第案の確認を行い、変更の提案はなく、承認された。 
 
（４）前回議事録確認【資料67-1】 
前回議事録案については既に事務局から関係各位に送付済であるため、内容紹介は省略したが、承認された。 
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（５）投票結果報告【資料67-2】 
 事務局より、原子力専門委員会投票No.243から255、規格委員会投票No.170から182の投票結果が報告さ

れた。 

 

（６）新規質問及び未回答質問【資料67-3】 

 事務局より、設計・建設規格に関する質問（2件）、金属キャスク構造規格（2007年版）に関する質問（7件）

の新規受付が報告された。 

 

（７）第58回発電用設備規格委員会議事録報告【資料67-4】 

 事務局より、第58回発電用設備規格委員会の議事録が報告された。 

 

（８）原子力専門委員会委員／分科会委員の承認【資料67-5】 
 事務局より、以下の通り原子力専門委員会、原子力専門委員会傘下の各分科会委員の再任、退任、新任の委

員候補が報告された。 
 
原子力専門委員会： 
［再任］小山委員長、三木委員、国則委員 
［退任］吉田委員、船田委員 
［新任］佐藤氏（発電技検）、菊池氏（JNES） 

設計・建設分科会： 

［退任］佐々木委員 
［新任］松原氏（岡野バルブ） 
溶接分科会： 

［再任］谷浦委員、神垣委員 

使用済燃料貯蔵施設分科会： 

［再任］道券委員、松田委員 

［退任］土田委員 

［新任］穴見氏（日軽金） 

［三役］片山委員→片山副主査 

配管破損防護設計分科会： 
［再任］永田委員、吉岡委員 
［退任］三宅委員 

［新任］武内氏（日立GE） 

維持規格分科会： 

［再任］水谷委員、望月委員 

［退任］湯口委員 

［新任］山本氏（東芝） 

再処理設備分科会： 
［退任］菅谷委員 

［新任］鈴木氏（溶接協会） 

高温規格分科会： 
［再任］浅山主査、芋生委員、佐藤委員 
配管減肉分科会： 
［再任］坂東委員 
 

事務局及びオブザーバー退室後、審議した結果、原子力専門委員会委員の再任候補、新任候補が了解され、

各分科会委員の再任候補、新任候補が承認された。 
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（９）原子力専門委員会運営に関する審議／報告事項 
［審議事項］ 
（９－１）専門委員会運営規約改訂【資料67-6-1】 

堂崎幹事より専門委員会運営規約改訂対応案について説明が行われた。規格委員会運営規約改訂対応は既に

終了しており、現在は各専門委員会の運営規約改訂に関する書面投票対応と、規格委員会運営規約改訂を踏ま

えた専門委員会運営規約の改訂内容を各専門委員会毎に実施している状況。本日は原子力専門委員会分の説明

が行われ、議論の結果、委員全員の賛成で対応案が編集上の修正であることが承認された。各専門委員会書面

投票において、反対票が取り下げられていない核融合専門委員会分については対応状況を別途連絡することと

した。主な議論は以下の通り。 

 

・委員の貢献の指標から参加状況を削除した場合、どうやって貢献度を評価するのか？→例えばメール等によ

る意見を評価することが考えられる。 

・材料専門委員会では、例えばASMEでは委員の形態を分類しており、将来的には機械学会もその様な分類を参

考とすべきだとの意見があった。今後検討したい。 

 

（９－２）ＪＮＥＳによる技術評価対応ガイドライン案【資料67-6-2】 

 小山委員長よりＪＮＥＳによる技術評価対応ガイドライン案について説明が行われた。議論の結果、内容等

について意見があれば小山委員長まで連絡し、次回原子力専門委員会において決議を取ることになった。 

 

（９－３）書面投票結果の意見対応に関するガイドライン案【資料67-6-3】 

 小山委員長より書面投票結果の意見対応に関するガイドライン案について説明が行われた。議論の結果、内

容等について意見があれば小山委員長まで連絡し、次回、または次々回の原子力専門委員会において決議を取

ることになった。主な議論は以下の通り。 

 

・反対意見への対応において、場合によっては対応協議会を設けることとしているが、これによって現行と比

べて対応が遅くなることはないのか？→対応が遅くなることがあれば見直しを行いたい。対応協議会を設ける

理由は議論の発散を防ぐためである。 

 

（９－４）引用する規格の年版について【資料67-6-4】 

堂崎幹事より引用する規格の年版について説明が行われた。議論の結果、各分科会は本提案内容、本提案を

2012年版に反映する際の問題点、現在の内規の問題点を検討し、意見があれば堂崎幹事まで連絡することにな

った。また次回、あるいは次々回の原子力専門委員会において内規の改訂も踏まえて書面投票の提案を行うこ

とになった。主な議論は以下の通り。 

 

・本提案を踏まえて各規格をどの様にシンクロさせるのか？→例えば設計、溶接、維持は2012年に改訂版を出

す計画であるので、2012年版から開始すると混乱が少ないのではないか？追補版発行時にこの様な対応を行う

と混乱が生じる可能性がある。2012年版が無理ならその次の改訂版は2016年版となる。 

・本提案を行うなら、内規の変更が必要になり、書面投票が必要になる。 

 

［報告事項］ 

（９－５）材料規格改訂方針検討タスク活動報告書案【資料67-6-5】 

小山委員長より材料規格改訂方針検討タスク活動報告書案の紹介が行われた。次回の原子力専門委員会にお

いて本件の書面投票提案が予定されているため、内容等確認することになった。 

 

（９－６）ＭＤＥＰ対応状況【資料67-6-6】 
永田副委員長よりＭＤＥＰ対応状況について説明が行われた。本年度は平成20年度以降に各国SDOで実施し

た各国民間構造規格とASME規格の比較結果をまとめた報告書をASMEが作成する計画となっているが、これに

対するJSME分の原稿を作成し、更に他SDO分の比較結果をまとめる予定。更にWNA CORDELグループ等から各

国規格間で調整する項目について提案が行われているが、これらの提案を吟味して我が国として調整が有意義
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と考えられる項目の提案を行う予定とのことであった。 

 

（９－７）過酷事故対応設計ガイドライン対応【資料67-6-7】 
 宮口規格委員会副委員長より過酷事故対応設計ガイドライン対応状況について説明が行われた。原子力専門

委員会意見伺いの書面投票が終了し、多くの意見が寄せられたが、体制整備、他学協会との調整等、今後対応

を行い、ガイドラインの制定に向けて対応を図ることになった。 

 

（９－８）平成24年度活動計画、規格整備に関するロードマップ、技術評価予定【資料67-6-8】 
 堂崎幹事より平成24年度活動計画、規格整備に関するロードマップ、技術評価予定について説明が行われた。

内容等についてコメントがあれば1月末までに堂崎幹事まで連絡することになった。今後の予定は第59回規格

委員会で内容等の紹介を行い、第68回原子力専門委員会、第60回規格委員会で最終版を承認、3月の学協会

協議会にて最終版を提示することになった。 

 

（１０）原子力発電用設備規格に関する報告／審議 
（１０－１）高速炉規格改訂案に関する審議【資料67-7-1~3】 
高温規格分科会の浅山主査より高速炉規格 2011 年追補版案の規格委員会書面投票（可決）意見回答案につ

いて説明が行われた。議論の結果、意見回答案が編集上の修正であることが委員全員の賛成により承認された。

また前回規格委員会において、規格委員会書面投票（可決）を条件に公衆審査実施が承認されていることから、

本日の結果及び規格委員会三役の確認を踏まえ、公衆審査を実施することになった。 

また原子力専門委員会月森委員より高速炉ISI方針検討タスクの状況（設置に関する原子力専門委員会書面

投票可決）について説明が行われた。 

 

（１０－２）材料規格改訂案に関する審議【資料67-8-1,2】 
材料分科会の山田主査より材料規格改訂案に関する説明が行われた。内容は以下の通り。 

 

①質問（QNC200588,QNC200589,QNC200804）回答案【資料67-8-1】 

質問（QNC200588,QNC200589,QNC200804）に関する回答案について説明が行われた。議論の結果、回答案が

妥当であることが委員全員の賛成により承認された。主な議論は以下の通り。 

 

○QNC200588 

 回答案はJIS G3118(2005)とJIS G3118(2010)を使用しても良いとなっているが、質問はJIS G3118(2000)と

同等か否か聞いているため、質問者にどの様な回答が希望か、確認する。併せて質問の仕方は「同等と解釈し、

使用しても良いか？」ではなく、「同等と解釈しても良いか？」に修正する。 

○QNC200589 

 回答案通り。 

○QNC200804 

 主体部の厚さが明確ではないので、熱処理前の形状ということで、再度原子力専門委員会各委員の確認を受

ける。 

 

②材料規格正誤表【資料67-8-2】 

 今回の質疑応答の回答を作成する段階で、材料規格2008年版備考におけるJISG4051の年版読替（1979→2005）、

材料規格2011年版本文JISG3452常温最小降伏点の記載の誤記が判明したため、これの誤記訂正が説明された。

議論の結果、委員全員の賛成により誤記訂正が承認された。 

 

（１０－３）使用済燃料貯蔵施設規格改訂案に関する審議【資料67-9-1~4】 
使用済燃料貯蔵施設分科会の片山副主査、阪田委員、石生委員、伊藤委員、柳川氏／山口氏（コベルコ科研）

より金属キャスク構造規格関係の改訂案等について説明が行われた。内容は以下の通り。 

 

①金属キャスクバスケット用ほう素添加アルミニウム合金等事例規格案【資料67-9-1】 
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金属キャスク構造規格（2007年版）で規定されるバスケットに使用する材料としてほう素添加アルミニウム

合金、アルミニウム合金が検討されており、過去制定されたキャスクバスケット材料事例規格と同様の手続で、

また材料専門委員会のレビューを踏まえ、検討を進めることが説明された。材料専門委員会のレビューは 11

月末までにコメント集約を予定しており、その後コメント回答を踏まえ、なるべく早い時期に原子力専門委員

会書面投票を実施することが承認された。 

 

②金属キャスク構造規格別表1-1使用する材料の規格に関する確認依頼回答案【資料67-9-2】 

JISG4108（1994）のASME材及びASTM材の同等材に関する回答案について説明が行われた。議論の結果、回

答案が妥当であることが委員全員の賛成により承認された。 

 

 

③金属キャスク構造規格溶接部の機械試験板の考え方等に関する確認依頼回答案【資料67-9-3-1~6】 

金属キャスク構造規格の「溶接部の機械試験板」、「放射線透過試験」、「破壊靱性試験」、「溶接後熱処理の方

法」、「溶接後熱処理における温度範囲および溶接部の厚さに応じた保持時間」および「再試験」の考え方に関

する確認依頼回答案について説明が行われた。議論の結果、回答案が妥当であることが委員全員の賛成により

承認された。本件の場合、今後は解説内容を規格本文に取り込み、規定の明確化を図ることを検討することに

なった。 

 

④事例規格溶接部の機械試験に関する代替規定案【資料67-9-4-1~4】 

規格委員会書面投票（反対票有り）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、課題を整理して検

討を継続すること及び規格委員会に説明を実施することが委員全員の賛成により承認された。 

 

（１０－４）維持規格改訂案に関する審議【資料67-10-1~9】 

維持規格分科会の野村主査、齋藤副主査、検査作業会の柴山幹事、関氏（三菱重工）、補修作業会の山本主

査、中野幹事より維持規格改訂案に関する説明が行われた。内容は以下の通り。 

 

①テンパービード溶接方法改訂案【資料67-10-1】 

原子力専門委員会二次投票（可決）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、意見回答案が編集

上の修正であること及び規格委員会に書面投票の実施を提案することが委員全員の賛成により承認された。 

 

②検査間隔が７年に変わった後のポンプおよび弁の試験の考え方案【資料67-10-2】 

規格委員会二次投票（可決）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、意見回答案が妥当である

こと及び規格委員会に意見回答案の説明を行うことが委員多数の賛成（賛成20、保留1）により承認された。 

 

③９５℃を超える系統の支持構造物の補修後の供用前検査範囲案【資料67-10-3】 

規格委員会二次投票（可決）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、意見回答案が編集上の修

正であること及び規格委員会に意見回答案の説明を行うことが委員全員の賛成により承認された。 

 

④第2回目以降の検査間隔における試験順序案【資料67-10-4】 

規格委員会書面投票（可決）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、意見回答案が編集上の修

正であること及び規格委員会に意見回答案の説明を行うことが委員全員の賛成により承認された。 

 

⑤建設中の供用前検査実施時期案【資料67-10-5】 

規格委員会書面投票（反対票有り）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、意見回答案が編集

上の修正であること及び規格委員会に二次投票の実施を提案することが委員全員の賛成により承認された。 

 

⑥【事例規格】ニッケル合金溶接金属の大気中の疲労き裂進展速度線図案【資料67-10-6】 

規格委員会書面投票（反対票有り）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、意見回答案が妥当

であること及び規格委員会に二次投票の実施を提案することが委員全員の賛成により承認された。 
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⑦補修章の体系化に伴う総則及び検査章の規定追加案【資料67-10-7】 

原子力専門委員会の書面投票提案に関する説明が行われた。議論の結果、書面投票を実施することが委員全

員の賛成により承認された。 

 

⑧弁、ポンプの溶接継手に関連する非破壊検査要求の適正化案【資料67-10-8】 

原子力専門委員会の書面投票提案に関する説明が行われた。議論の結果、書面投票を実施することが委員全

員の賛成により承認された。主な議論は以下の通り。 

 

・提案理由に運転経験の評価を記載しているが、ASME が試験要求を削除したことを主に記載すべきではない

か？ASME はなぜ削除したのか？→当該部の直接目視が可能であり、機器の健全性が確認できるため削除した。

ASMEが削除した理由もトラブルがないことなど本提案と同様の理由である。 

 

⑨2011年追補版公衆審査意見への回答案【資料67-10-9】 

 第58回規格委員会でのコメントを受け、修文が規格委員会三役預かりとなっていたが、その後、規格委員会

三役及び小山委員長の間で調整された回答案の報告が行われた。議論の結果、回答案が妥当であること及び規

格委員会に回答案の説明を行うことが委員全員の賛成により確認された。 

 

（１０－５）溶接規格改訂案に関する審議【資料67-11-1~6】 

溶接分科会の杉江幹事より溶接規格改訂案に関する説明が行われた。内容は以下の通り。 

 

①質問QNB200706に対する回答案【資料67-11-1】 

質問QNB200706回答案に関する説明が行われた。議論の結果、回答案が妥当であることが委員全員の賛成に

より承認された。 

 

②溶接規格改訂案原子力専門委員会書面投票意見回答案【資料67-11-2】 

溶接規格改訂案原子力専門委員会書面投票（可決）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、意

見回答案が編集上の修正であること及び規格委員会に書面投票の実施を提案することが委員全員の賛成により

承認された。主な議論は以下の通り。 

 

・ 破壊靭性試験の判定基準を見直すことにより、判定基準は緩和されるのか？それとも厳しくなるのか？→

改訂の主旨は溶接規格と設計・建設規格で破壊靭性試験の規定が相違しているので、それの整合を図るた

め、設計・建設規格に合わせるものである。両者で試験温度と判定基準が相違しているので、一律的に緩

和されているかの比較をするのは難しい。 

 

③事例規格「母材のP-No区分案」規格委員会再書面投票意見回答案【資料67-11-3】 

規格委員会再書面投票（可決）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、意見回答案が妥当であ

ること及び規格委員会に意見回答案の説明を行うことが委員全員の賛成により承認された。 

 

④溶接後熱処理の方法及び解説の見直し案規格委員会書面投票意見回答案【資料67-11-4】 

規格委員会書面投票（反対票有り）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、意見回答案が編集

上の修正であること及び規格委員会に意見回答案の説明を行い、反対意見が取り下げられない場合は二次投票

の実施を提案することが委員全員の賛成により承認された。主な議論は以下の通り。 

 

・解説にJISZ3700で規定される局部熱処理の規定を追加した理由は？→今回の改訂案では局部熱処理の加熱範

囲はASMEベースであり従来に比べて狭くなり、残留応力の低減効果が炉内熱処理に比べて少なくなる。そのた

め残留応力の低減効果を炉内熱処理と同等にしたいユーザーはJISZ3700で規定される局部熱処理の加熱範囲2

ｔ以上にすることを推奨事項として追記することにした。 
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⑤設計・建設規格及び材料規格適用年版見直し案【資料67-11-5】 

原子力専門委員会の書面投票提案に関する説明が行われた。議論の結果、書面投票を実施することが委員全

員の賛成により承認された。 

 

⑥溶接規格2011年追補版案公衆審査結果【資料67-11-6】 

 事務局より溶接規格2011年追補版案の公衆審査が実施され、特に意見がなかったことが報告された。 

 

（１０－６）設計・建設規格改訂案に関する審議【資料67-12-1~6】 
設計・建設分科会の永田主査より、設計・建設規格改訂案に関する説明が行われた。内容は以下の通り。 

 

①設計・建設規格への質問回答案件【資料67-12-1】 

質問（QNC200802,QNC200803）に対する回答案について説明が行われた。議論の結果、回答案が委員全員の

賛成により承認された。 

 

②設計・建設規格2011年追補版編集上の修正提案【資料67-12-2】 

設計・建設規格2011年追補版において、溶接規格2010年追補版改訂反映漏れ等が確認されたため、そのた

めの対応案について説明が行われた。議論の結果、対応案が編集上の修正であること及び規格委員会に対応案

の説明を行うことが委員全員の賛成により承認された。 

 

③設計・建設規格第Ⅰ編正誤表提案【資料67-12-3】 

設計・建設規格第Ⅰ編 2011 年追補版の発行準備において誤記が判明したため、そのための正誤表案につい

て説明が行われた。議論の結果、正誤表案が編集上の修正であること及び規格委員会に正誤表案の説明を行う

ことが委員全員の賛成により承認された。 

 

④設計・建設規格第Ⅰ編2012年改訂案原子力専門委員会書面投票対応案【資料67-12-4】 

 設計・建設規格第Ⅰ編2012年改訂案原子力専門委員会書面投票（一部反対票有り）対応案について説明が行

われた。議論の結果、一部反対票は取り下げられたが、本日欠席の反対意見委員がいるため、その委員の意向

を次回規格委員会までに確認することになった。反対意見の取り下げがない場合は原子力専門委員会二次投票

を実施すること、また対応案が編集上の修正であることが委員全員の賛成により承認された。 

 

⑤設計・建設規格第Ⅰ編2012年改訂版追加提案【資料67-12-5】 

原子力専門委員会書面投票提案に関する説明が行われた。議論の結果、書面投票を実施することが委員全員

の賛成により承認された。 

 

⑥事例規格応力腐食割れ発生の抑制に対する考慮改訂案公衆審査結果【資料67-12-6】 

 事務局より事例規格応力腐食割れ発生の抑制に対する考慮改訂案の公衆審査が実施され、特に意見がなかっ

たことが報告された。 

 

（１０－７）コンクリート製原子炉格納容器規格改訂案に関する審議【資料67-13-1】 
コンクリート製原子炉格納容器規格（2011年版）の材料規格、設計・建設規格及び溶接規格の読替事例規格

案の規格委員会書面投票結果（可決：意見なし）及び公衆審査計画案に関する説明が行われた。議論の結果、

規格委員会に公衆審査の実施を提案することが委員全員の賛成により承認された。 

 

（１０－８）再処理設備規格改訂案に関する審議【資料67-14-1~3】 
再処理設備分科会の太田副主査、加納幹事、設計規格作業会の高坂委員、平委員、維持規格作業会の竹内主

査より再処理設備規格改訂案について説明が行われた。内容は以下の通り。 

 

①溶接規格案 書面投票状況【資料67-14-1】 
 規格委員会書面投票状況について説明が行われた。 
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②設計規格改訂案 書面投票対応【資料67-14-2】 

原子力専門委員会書面投票（反対票有り）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、一部反対票

は取り下げられたが、本日欠席の反対意見委員がいるため、その委員の意向を次回規格委員会までに確認する

ことになった。反対意見の取り下げがない場合は原子力専門委員会二次投票を実施すること、また対応案が編

集上の修正であることが委員全員の賛成により承認された。 

 なお、設計規格は2010年に刊行された後、今回初めての改訂版となるが、項番号等が全面改訂となるため追

補版としての発行は困難で、改訂版として発行することになった。 

 

③維持規格改訂案 書面投票対応【資料67-14-3】 

原子力専門委員会書面投票（反対票有り）の意見回答案に関する説明が行われた。議論の結果、一部反対票

は取り下げられたが、本日欠席の反対意見委員等がいるため、その委員の意向を次回規格委員会までに確認す

ることになった。反対意見の取り下げがない場合は原子力専門委員会二次投票を実施すること、また対応案が

編集上の修正であることが委員全員の賛成により承認された。主な議論は以下の通り。 

 

・異材継手に関する安全審査時の要求事項を規格化すべきとの意見があるが、この様な対応は個別に行うべき

もので、規格で対応を行うべきものではない。→再処理設備は実績が余りなく、実績が出るまでは規格に明記

する必要があるのではないか？→この様な状況も踏まえ、異材継手の検査は、解説に記載している。 

・配管減肉に関する部分貫通、漏えいに関して、その状態での配管安定性評価手法が与えられていないが、仮

に配管が破断しても、安全評価上問題ないのか？→問題ない。 

 

（１１）各分科会活動報告【資料67-15】 

 各分科会より活動報告が説明された。 

 

６．その他 

 次回原子力専門委員会は2012年2月22日（水）開催となった。 

 

以上 


